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降誕節第７主日 説教 「世界は我が教区」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2023 年 2 月 5 日  

マタイによる福音書 14：13-21

 藤沢教会がこの地に誕生し、105 周年を
迎えました。そして、これは当然のことで
はありますが、創建当時のことを記憶に止
めている方はこの場には一人もおりませ
ん。しかし、私たちが経験した 105 年前の
出来事は、今日を生きる私たちにとって
は、決して遠い日の出来事ではありませ
ん。当時のことは今のことであり、それを
私たちに教えてくれているものがこの日の
礼拝です。なぜなら、当時も今も、私たち
はほぼ同じ形で神様を礼拝しているからで
す。しかし、だから、その礼拝スタイルが
ずっと変わらずにいつまでもということで
はありません。ただ、無理に変わらなけれ
ばならないものでもありません。変わるに
は変わるだけの必然性が必要であり、そこ
で私たちが変えられていくのは、どんなに
様々なことが変わったとしても、そこに私
たちが決して見失ってはならないものがあ
るからです。 
 その一つが伝統です。伝統とはつまり、
大切にしているもの、大切にしてきたもの
を大切なまま受け継いでいくということで
す。聖書も聖餐式も、長く大切に受け継が
れてきたのはそのためです。そして、教会
がそれを大事に大事に受け継いできたの
は、これは当然のことではありますが、そ
れらのものが私たちの信仰にとって欠かす
ことのできないものだからです。けれど
も、大事にしていれば、それですべてが事
足りるということでもありません。そこで
もう一つ大事なことは歴史です。つまり、
それらのものを大切にしてきた私たちの歩
みがどのようなものであったのかというこ
とです。それは、古いものが残るべくして
残っているのは、それが良いものでもある
からです。 
 そこで、数年前のクリスマスにあったこ
とを思い出すのですが、カトリック藤沢教
会のガールスカウトの子どもたちが私たち
藤沢教会を訪ねてくれたことがありまし
た。その時、教会を案内しながらその子た
ちに私が言ったことは藤沢教会百年の歴史
についてでありますが、すると、私の話を
聞いて、その子たちが声をそろえ言ったこ
とは、「すごーい」というこの一言であり
ました。ちなみに、この「すごーい」とい

う叫び声は 100 年という時間の長さだけに
向けられたものではありません。彼女たち
が声をそろえて「すごーい」と言ったの
は、歴史というものが、同じ「時間」を長
く共有する人たちのものだと、そう直感的
に理解したからだと思うのです。ですか
ら、自分たちとは違う、「すごーい」とい
う彼女たちの一言は、そういう意味で私た
ち藤沢教会に向けられた尊敬の念であった
ように思います。では、彼女たちが私たち
に抱いた尊敬の念とはいかなるものである
のか。恐らくは、それが何かははっきりと
分かっていたわけではないと思います。け
れども、何かが違うと思った、それは、自
分たちの根っ子に置かれたものと重ね合わ
せながらのことだったと思います。そし
て、それは、彼女らにとってのカトリック
の伝統と歴史です。では、私たちにとって
それは何か、私たちの教会の土台、その根
っ子にあるものとはつまり、メソジスト教
会の伝統であり、歴史ということです。 
 ただ、日本キリスト教団の教会として歩
む私たちが、普段このことを意識すること
はほとんどないように思います。ですか
ら、いきなりメソジストの伝統などと言わ
れてもピンと来ない方もいることでしょ
う。しかし、藤沢教会に参りまして間もな
く丸七年が過ぎようとしておりますが、藤
沢教会が様々な伝統に立つ教会出身の方が
多いにもかかわらず、やはり藤沢教会はメ
ソジストの伝統に立つ教会だと思うので
す。その一つが、牧師というものを皆さん
が大切に思って下さっているということで
もありますが、ですから、今日の説教題を
「世界は我が教区」としたのはそのためで
す。ところで、この言葉が誰の言葉か、皆
さんはご存知でしょうか。この「世界は我
が教区」と語ったのは、メソジスト運動、
メソジスト教会の父祖である、ジョン･ウ
ェスレーでありますが、ちなにみ、ある人
曰く、この一言によって言い表されるもの
がメソジスト教会というものなのだそうで
す。それは、伝道、宣教ということに関し
ては、当時のいかなる教会よりも熱心であ
ったからです。ですから、アメリカの開拓
時代、大雨が降っている時などに家の外に
人の気配を感じると、当時の人々は「メソ
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ジストの牧師か」と蔑むような冗談を言っ
たそうです。 
 そこで、ジョン･ウェスレーについてご
存じない方もいらっしゃると思いますの
で、青山学院のホームページから拝借した
一文をお読みしますと、そこにはこう記さ
れておりました。「ジョン・ウェスレーは
オックスフォード大学で神学を学び、イギ
リス国教会の司祭となり、後にプロテスタ
ント教会のなかで一つの大きな流れとなる
メソジスト教会の源流となった人物です。
大学時代には「ホーリー・クラブ」という
学生が主体となった自覚的なグループの指
導者となり、何事も「メソッド」(方法)に
基づいて行動するという意味で「メソジス
ト」と呼ばれるようになりました。ウェス
レーは福音宣教に熱心であり、大西洋を渡
りアメリカで伝道したこともありました。
しかし、その試みはうまくいかず失意を抱
いて帰国しますが、1738 年 5 月 24 日に
ロンドンのアルダスゲート街でもたれてい
た小さな祈祷会に出席していた時に、決定
的な回心を経験します。それはルターの記
した「ローマの信徒への手紙の序文」が読
まれていたときでした。「私は自分の心が
不思議と温められるのを感じた」という言
葉をウェスレーは残しています。 その後
のウェスレーの伝道活動にはめざましいも
のがあり、教会のみならず大規模な野外集
会で数多くの説教を語り、それは現在の教
会の霊的な財産となっています。「世界は
わが教区」とはそのようなウェスレーの精
神をよく表しています。」とこう記されて
いるのですが、ちなみに、ウェスレーの説
教回数はおよそ 4 万回と言われています。 
 このように、「世界は我が教区」と語っ
たそのままを生きたのがウェスレーであり
ますが、そこでこの言葉に加えて、もう一
つ、ウェスレーの言葉として有名な言葉が
「できるだけ儲けて、できるだけ貯めて、
できるだけ与えなさい」というこの言葉で
す。それは、私たちがこうして聞いている
福音は聞いて終わるだけのものではなく、
実践を伴う、まさに生きてこそのものでも
あるからです。ですから、この二つの言葉
については、母教会では私も折りにつけ聞
いたものです。それだけでありません。そ
れに付随する生活上の様々なことも聞い
た、というよりも、聞かされたように思い
ます。しかも、献身してからは、神学生と
いうことでかなり強く、繰り返し聞かされ
た、それゆえ、強くいわれることには多少

の抵抗を感じないわけではありませんでし
た。しかし、あれほど抵抗を感じた先輩た
ちの言葉が今では懐かしく思い出されるの
です。ただ、それは、それが同時に苦い思
い出でもあるからです。なぜなら、そこで
思い出されることは、私が表面的にしか物
事を見ていないし、聞いていなかったとい
うことでもあるからです。しかし、それで
もそれが許されていた、苦い思い出が懐か
しくもあるのは、この許された経験がある
からです。 
 そして、それが今懐かしく思い出される
のは、私が年を取ったからではありませ
ん。気づかされたのは、聖書に聞いていく
ならこの日の御言葉を通してのことであ
り、また、母教会を離れ、それぞれの任地
で先輩牧師や多くの信徒の皆さんと共に過
ごす時間、交わりが数多く与えられたから
でもありました。ですから、私たちの信仰
にとって時と場を共にする経験はとても大
事なことだと思うのですが、そして、それ
を伝えてくれているのがこの日の御言葉で
もあるのです。なぜなら、私たちが聖書の
み言葉に聞いていくということは、御言葉
を信じる人たち、信仰の先達たちの、この
人たちが御言葉をどのように聞き、どのよ
うに捉え生きてきたのかを知ることでもあ
るからです。つまり、御言葉に聞くという
ことは、翻訳された文字情報だけを受け止
めるものではないということです。その生
き方、暮らし方、そのすべてを聞いていく
ことだと思うのです。ただ、もちろん、そ
のすべてを知ることは私たちには不可能な
ことです。しかし、だからこそ、こうして
一緒にいる時間、共に恵みを分かち合う経
験が私たちに求められるのであり、そし
て、そうした中で知らず知らずのうちに受
け継いでいくのが伝統であり、歴史という
ものでもあるのです。 
 ですから、この点を踏まえ、この日のみ
言葉に聞いていくなら、そこには私たちが
普段から大切にしている二つのことが語ら
れています。先ず一つが私たちが今こうし
て献げている礼拝です。それは、御言葉に
「群衆は、方々の町から歩いて後を追っ
た」とあるように、礼拝とは、イエス様に
招かれるだけでなく、私たちにとってはイ
エス様の後をついていくことでもあるから
です。まただから、主日から主日への歩み
を繰り返しながら私たちの生涯は形作られ
ていくことにもなるのですが、ですから、
私たちの生涯はさながら巡礼のようなもの
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だとも言えるのでしょう。それゆえ、その
歩みは一歩一歩、自分の足で歩いて行かな
ければならない、自分の足でイエス様の前
に向かわなければならない、そして、私た
ちがイエス様の憐れみと慰めに与るのは、
このように自分の足でイエス様に近づこう
とするからです。ですから、礼拝とは、私
たちにとっては、自分の足で稼ぐものだと
も言えるのでしょう。まただから、恵みを
受けた私たちは、まさにウェスレーの先ほ
どの言葉にあるように、気前よく、惜しみ
なく、イエス様から受けた恵みを人とも分
かち合うことができるのです。そういう意
味で、諦めずに厳しくも厳しく私と接して
下さった母教会の方々や私たち藤沢教会の
先達は、今ではそのほとんどが御許に召さ
れてしまいましたが、まさにメソジストの
伝統に立つ、「気前のいい人たち」であっ
たと言えるのでしょう。 
 そして、もう一つ大切なことは、説教後
にこの日行われる聖餐式です。五千人の供
食と言われているこの箇所は、こうしてイ
エス様の御前に集まった人々が神の国の宴
に招かれていることを物語るものでもあり
ますが、ですから、イエス様がここで天を
仰いで讃美の祈りを祈り、この命の糧を弟
子たちに手渡されたことからも分かるよう
に、聖餐がいかに私たちにとって大切なも
のなのかということです。そして、ここに
また私たちの交わりの姿を見る思いがする
のですが、それは、この分かち合う光景こ
そが終わりの日を迎えた私たちの姿でもあ
るからです。ですから、その姿を取り繕う
ことは誰にもできません。なぜなら、終わ
りの日とは、私たちの生き方、暮らし方、
私たちがこうして生きていることのそのま
ますべてが、隠しようもない形で、しか
も、隠していたものまでがすべて、一瞬の
うちに露わにされる時でもあるからです。
ですから、聖餐はそういう意味で、隠そう
隠そうとしていることも、私たちが気づか
ずにいることも、神様とイエス様がすべて
ご存知の上で備えられる出来事であるとい
うことです。 
 では、御言葉はその私たちについてここ
で何と語っているのか、この恵みに与った
人々すべてが食べて満腹したと語るので
す。その数、女性と子供を別として、男性
が五千人であったというのですが、それだ
けではありません。さらに、語るところ
は、「残ったパンの屑を集めると、十二の
籠いっぱいになった」というのです。この

ことはつまり、イエス様の食卓にはいくら
でも余裕があったということです。ですか
ら、分かち合うということについて、私た
ちは躊躇う必要はなく、それゆえ、人数が
多すぎるなどと言い訳することもできませ
ん。従って、ここで語られていることは、
数字上のことだけを示すものではありませ
ん。それが、こうして礼拝に招かれ、聖餐
を分かち合う私たちの普段のあり方である
ということです。そして、そこに現される
ものが私たち信仰でもありますが、ですか
ら、信仰とはつまり、言葉の上だけのもの
でもなく、具体的なものを互いに分かち合
ってこそのものであるということです。し
かも、分かち合いが単に物のやり取りだけ
では終わらないように、互いが互いに理解
し合うことであり、なぜなら、そうでなけ
れば、分かち合いによってすべての人が身
も心も満たされることはないからです。 
 このように、終わりの日の先取りとして
与えられているものは、身も心も満たされ
る相互理解ということでもありますが、そ
れゆえ、それは霊的な事柄であるとも言え
るのでしょう。しかし、この分かち合いを
「霊的」という言葉の説明をもって終わら
せてはなりません。それは、「すべての人
が食べて満腹した」と御言葉が語るよう
に、それは具体的なものであり、現実的な
ものでもあるからです。メソジスト教会が
伝道の一環として、教育、医療、福祉と社
会奉仕とその実践に励んだのはそのためで
あり、このように、御言葉を御言葉のまま
に生きた人々によって築かれたものがメソ
ジストの伝統であり、歴史でもありまし
た。従って、「霊的なもの」とは、御言葉
に生きた人々に現れ出るものであり、言葉
の上だけのものではないということです。
そして、それは、「すべての人が食べて満
腹した」というこの御言葉が示すよう
に、、現実を具体的に分かち合うところに
働くものでもあるのです。 
 そこで先ほどお伝えしたジョン･ウェス
レーの二つの言葉をもう一度思い出してい
ただきたいのですが、一つは、今日の説教
題でもある「世界は我が教区」という言葉
です。そして、もう一つが「できるだけ儲
けて、できるだけ貯めて、できるだけ与え
なさい」というこの言葉でありますが、そ
れを実践してきたのがまさに私たちの先達
でもありました。ただ、現在、私たちの国
を取り巻いている状況を踏まえ、この言葉
に聞いていく時、皆さんの耳にこの言葉は
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どのように聞こえてくるのでしょうか。先
ほど、少し個人的なことを申しましたが、
それは、これらの言葉を今強く言われたと
したなら、皆さんがどう受け止めるのだろ
うかと思うからです。そして、私がそう思
うのは、これらのウェスレーの言葉は、言
葉の上では旧統一協会をはじめ、カルトの
主張するところと重なるところがあるから
です。それゆえ、この言葉を耳にし、伝道
と献金を強要されているとの印象を持つの
ではないだろうか、また、言われているそ
の言葉に応えられない時、皆さんが負い目
を負うことはないだろうか、ついそんなこ
とを考えてしまうのです。そして、そう心
配してしまうのは、強いられてすることに
は喜びはなく、それゆえ、満足することも
ないからです。ですから、この日の御言葉
は、食べられればいい、食べさせればい
い、それで満腹できればいい、そういうも
のでないのは明らかです。イエス様からの
恵みを分かち合うところには、必ず喜びが
湧き上がるのであり、それは、分かち合い
が単に物のやり取りに終わるものではない
からです。 
 そして、そこで大事なことは普段から私
たちがそういう繋がり、交わりを築いてい
るかということでもありますが、このこと
はつまり、分かち合いとは業績を上げ、規
模を誇るものではなく、大切なことは、時
間を共にすることであり、いろいろありな
がらも一緒にその恵みを分かち合うものだ
ということです。ですから、物のやり取り
自体が目的となることもなく、また、業績
を競い合うこともありません。なぜなら、
それ自体が信仰の目的となってしまったな
ら元の木阿弥でしかないからです。それゆ
え、先ほどのウェスレーの二つの言葉は、
語られている内容自体が目的となることは
ありません。その言葉自体が目的化したな
ら、そこで感じる喜びも達成感も歪んだも
のにならざるを得ないからです。ですか
ら、私たちがもしウェスレーの言葉に歪ん
だ何かと感じたとしたなら、それは、私た
ちが目的と手段を取り違えているからで
す。では、誤解しないために何が必要なの
か、それは、イエス様に触れているという
感覚を持ち続けることです。つまり、それ
は、イエス様という聖なるお方との一体性
ということでもありますが、なぜなら、大
勢の人々が食べて満腹したのは、つまり
は、心が満たされ、安らかな気持ちになっ
たのは、イエス様という聖なるお方に触

れ、このお方を我が内に宿すことになった
からです。 
 従って、礼拝と聖餐式において私たちに
約束されているものもそうです。しかも、
この私たちに今与えられている恵みは、私
たちの交わりにおいては終わりの日まで失
われることのないものでもあるのです。私
たちが御言葉を御言葉として御言葉の語る
ままに生きることができるのは、それが終
わりの日まで失われることがないからで
す。ですから、そういう意味で私たちに求
められることは、仏作って魂入れず、とい
うことではありません。イエス様も教会
も、私たちが作り上げるものではなく、招
かれ、進み行き、イエス様という聖なるお
方との触れ合い、この交わりを通し、この
世に実現しているものでもあるからです。
だから、そこには喜びがあり、平安があ
る、そして、それを愚直に現してきたのが
メソジストの歴史であり、伝統でありまし
た。ですから、人をして何かが違うと感じ
させたものは、その中心、根底にあるイエ
ス･キリストとの一体感、キリスト体験に
あると言えるのでしょうし、まさに私たち
の歴史が主にある喜び、平安を言い表す伝
統に生きてきたからでもありました。 
 ただ、今、私たちを取り巻く環境は必ず
しも私たちにとって好ましい状況にないの
は確かなことです。非常に分が悪い、その
ため、この状況をなんとか好転させたいと
も思うのですが、そのために必要なもの
が、人をして何かが違うと思わせるもので
もあるのでしょう。そして、この何かが違
うと人をしてそう思わせるものとは、数の
多さや力の大きさを誇るものではありませ
ん。これまでと同じようにこれからも、イ
エス様と共に、イエス様に触れて、その恵
みを分かち合い、御国へと向かう時間を喜
びと平安を日々感じながら共に過ごしてゆ
くことです。ですから、そういう意味で、
私たちは奇をてらう必要はありません。こ
れまでも、今も私たちに許されていること
をこれからも同じように大切にしていくこ
と、折りが良くても悪くても、私たちに求
められていることはイエス様と共に歩み続
けることなのです。ですから、この変わら
ない素朴な歩みを、私たちに与えられてい
る大切な人たちと、これからも共に分かち
合いながら歩み続ける私たちでありたいと
そう思います。祈りましょう。 
  


